


◆歴史的背景◆
■戦国時代の初め頃、関東では関東管領山内上杉

氏 と同族の扇谷上杉氏による抗争があ りました。

「長享の乱」 と呼ばれる一連の戦いのなかで、当

時の嵐山町は、山内上杉方の拠点鉢形城 (寄居町)

と扇谷上杉方の拠点河越城 (川 越市)の中間にあ

り、長享2年 (1488)に は須賀谷原 (嵐山町)で

多くの戦死者を出す激しい戦闘がありました。

杉山城跡から出土した遺物の年代は、この戦い

の少し後にあたります。杉山城は、 1日 城を再興し

た須賀谷城 (『松陰私語』)と ともに、山内上杉氏

が扇谷上杉氏に対抗して築城したものと考えるこ

とができます。

葉暫診婚酢雪ゴLi輩 雀画漁 珈 ロ ル 隣` 脇 こ広が

る石積みが検出されました。この他にも本郭南虎口や北虎回、

南二の郭南虎回など多くの虎口で石が使われていることがわ

かってきました。

本郭 3号土坑の ツ`

上層断面
この土坑は、一括 して埋め

られていましたが、焼けた

壁土、炭化物が多 く含まれ

ていました。

木郭上ヱの接合部で
の版条状況
土塁が直角に折れる部分の

土層です。

右 (員」の土塁を築いて粘質土

を貼つた後、左 (員Jの 土塁を

貼り付けていてました。

土塁の構築方法がわかる貴

重な発見です。
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◆出上品◆
発掘調査ではさまざま遺物が出土 し、 15世

紀末から16世紀初頭に近い前半 という年代が

得られました。

出土品には輸入陶磁器 (染付・自磁・青磁・

褐釉 )、 国産陶器 (瀬戸美濃・常滑 )、 在地土器

(か わらけ・火鉢 )、 石製品 (硯 ・砥石・石臼)、

銭貨、釘、錘、鍛冶滓、壁土、炭化財などがあ

りました。

人 体
かわらけの次に出土量が多く、威信財のひとつと思われま
すc

日
かわらけ
出土 した遺物の大半を占めたのが素焼きの皿 かわらけ
で した。かわらけはハ レの器として正式の宴などで 1回

きりで使われたものです。
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焼 けた壁土 とコマイの炭イヒ竹
本郭からは大量の焼けた壁土とコマイの炭化竹が出土しました。

南二の郭 ・南三の郭からも焼土と炭化物が出土 していて、土器

なども焼けた痕跡が多くみられました。

このことから杉山城跡は城の広い範囲で火災があった後、廃絶

したと思われます。
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東松山市役所

吉見町

比企地域には69箇所の城館跡があ り、

物館 ともいわれています。これらのうち、

築城技術等の特徴、良好な保存状態から

東松山市

仁 F

足利基氏
凸
報

関東を代表する中世城館の遺跡群が形成され、城郭の博

菅谷館跡・松山城跡 ・杉山城跡・小倉城跡が城郭規模や

「比企城館跡群」 として国史跡に指定されました。
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|IF書妻鏡』に元久2年 (12o5)畠 山車8
方ヽ ,小表蔀菅谷酷を立うJと書已されt鎌倉時

代の名将畠山重8の館跡として国の史跡に指
定されぞしヽますolしかし、1環在の菅谷館跡の
形は戦国1時代の減で、1須費谷京め―合肇の後に
山内1上杉氏に|よ らで再興さ|れた「須費谷旧城」

だと考えられています。都幾川の断崖上に本

郭があり、二の郭・三の郭・西の郭・南郭が

同心円状に配され、東西は自然の谷を利用し、

深 く堅固な堀で防御されています。発掘調査

で出土した遺物の年代 4よ 15世紀末から16世

紀前半を示していますc

東秩父|す役場○|

東秩父村
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松山城は比企丘陵の先端に築かれた北武蔵

地方屈指の平山城ですも15世紀中頃から後

半に、1古1河公方足利氏・扇谷上杉氏と山内上

杉氏と|の軍事的緊張関係の中で築城されたと

考えられています。その後、関東制覇を進

める後北条氏の支配下に置かれ、永禄年間

奉内|

槻川が大きく―屈曲する場所に張 り出す丘陵

上に築城さ|れてお,、 まさ||1天然の要書とい

えます:またく
―
東秩父の大河原谷に向かう道

の分岐点にあること―から:棄通の監視や遮1断

も大きな役割であつた可能1性がありますょ‐

この城の最大の特徴は(戦国時代の関東の

(1558～ 1569)以降は後北条氏・武田氏・

岩槻太田氏によつて城取合戦が何度 も行われ

ました。城主の上国氏は扇谷上杉氏の重臣で

したが、のちに後北条氏に臣従 し、他国衆に

位置づけられて所領を安堵されました。

天正 18年豊臣秀吉の小田原征伐によつて落

城しました。            |

城ではまれな石垣を随所に築いていることで

す。また遺構の保存状態が良好です。城主は

後北条氏の重臣であつた遠山右衛門大夫光影

とする説と松山城主上田氏とする説とがあり

ます。  |  |




